
 

 
 
 
メタボリックシンドローム 

（内臓脂肪症候群）ってなぁに？ 

 内臓脂肪の影響で、血圧や血糖などの代謝異常が重複し、 

さまざまな生活習慣のリスクが高まるのが「メタボリックシン

ドローム」 

 

♡あなたは洋ナシ？それともリンゴ？ 

内臓脂肪が蓄積したリンゴ型肥満は 

生活習慣病になりやすく、 

注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡特定健診、特定保健指導って？ 

平成２０年度からの新たな健診は、糖尿病などの生活習慣病の

予防のため、内臓脂肪を減少させる生活習慣病介入が有効であ

るメタボリックシンドロームの該当者・予備軍を的確に抽出す

ることを目的としています。そのために、基本的な健診の項目

を設定し、健診結果からリスクを判定しそのリスク数に応じて、

特定保健指導対象者の確定と、リスクの大きさに見合った保健

指導レベルの設定を行ないます。 
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♡予防改善について 

・ まず、減量が基本になります。BMI 20～24 位を目標に、

現在の体重もマイナス５～７％に取り組みましょう。 

・ 食事療法が有効です。 

※ 糖尿病と診断された方は指示エネルギー量を守りま

しょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 運動療法もあわせて行ないましょう。 

※ 糖尿病と診断された方は、 

症状によっては高血糖や低 

血糖を引き起こす原因になっ

たり、症状、悪化させてしま

う場合があります。さまざま

な合併症がある方も、注意 

制限が必要なので、主治医の

判断と指示に従ってください。 
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経口糖尿病薬（経口血糖降下薬）について（３） 
○ビグアナイド薬（ＢＧ薬） 

 インスリン抵抗性（インスリンが主に作用する筋肉、肝臓、脂肪細胞で、血中のイ 

ンスリン濃度に見合ったインスリンの作用が十分に発揮できない状態で、過食、運動 

不足、肥満などが主な原因とされます）に対応した薬です． 

・肝臓で糖を作る働きを抑える作用や筋肉で糖の利用を促す作用、食後の腸での糖の 

吸収を抑える作用などにより血糖値を下げます．体重が増えにくく膵臓に負担をかけ 

ない薬で肥満の２型糖尿病の方に使用しやすい薬です． 

・主な副作用は吐き気や下痢などの消化器症状と乳酸アシドーシスです． 

 アルコール多飲時、風邪などで高熱（38℃以上）がでているとき、下痢や吐き気、

嘔吐などで脱水状態のとき、造影剤を使用するときなどは服用を中止します． 

・食後に服用します．食後服用により胃腸障害を軽減できます． 

 当院では、メデット錠、ジベトス錠が使用されています． 

 

○インスリン抵抗性改善薬（チアゾリジン誘導体） 

 インスリン抵抗性に対応した薬です． 

・大きく肥大した脂肪細胞は、筋肉や肝臓でのインスリン抵抗性を増大させる悪玉物 

質を出してインスリンが効きにくい状態にしてしまいます．この薬は小さな脂肪細胞 

を増やして大きな脂肪細胞を減らすことによりインスリンの効きを良くして血糖値を 

下げます． 

・副作用は身体に水分を貯めやすいことからむくみがでることがあります．（特に女 

性にみられやすいです）また体重の増加をきたしやすいため、食事療法はきちんと実 

践しなければなりません． 

 心不全、肝機能障害にも注意する必要があります． 

・食前又は食後服用ですが、医師の指示通り服用してください． 

 当院では、アクトス錠が使用されています．           薬局長 丸七 

◎ お薬 なるほど情報 ◎ 
○11 月 14 日は世界糖尿病デー○ 

 
11 月 14 日は世界糖尿病デーです。東京タワーや通

天閣、ニューヨークのエンパイアーステートビル、札

幌では時計台が青にライトアップされます。でもなぜ

11 月 14 日なのでしょうか？それは 1921 年にインスリ

ンを発見したＦ．バンティングの誕生日だからです。

当時１型糖尿病は数日ともたない死の病でしたが、バ

ンティングがインスリンを発見し、インスリンが精製

できるようになってからは、現在のように寿命を全う

できるようになりました。そのバンティングですが、

インスリン発見当時はつぶれかけた整形外科の開業医

でした。ある夜、彼はイヌの膵臓から血糖を下げる物

質を抽出する方法を夢の中で得て、夏休みの間つぶれ

かけた自分の医院を閉め、同じく夏休みのトロント大

学の当時糖尿病の権威であった教授に無理やりたのみ

こみ、実験室を借りました。そしてたった 2 ヵ月でバ

ンティングは、インスリンを抽出することに成功して

しまいました。もちろんノーベル賞をもらったバンテ

ィングですが、２ヶ月もつぶれかけた医院を閉じて大

丈夫なのかなぁ・・・と変な心配をしてしまうのは私

だけでしょうか？            【Dr.J.T.】
 


